
 

こがねいデータブック２００８ 

 

平成２０年（２００８年）１０月１日、小金井市は、市制施行５０周年を迎え、

「未来の５０年へ。さらなる飛躍のスタート」をテーマに各種記念事業等を行い

ました。これまでの５０年と今後の５０年を見据えて、小金井市のまちづくりを

進めていくことが求められています。 

 

小金井市では、第３次基本構想（平成１３年３月策定）とその実現に向けた前

期基本計画（平成１３年１１月策定）・後期基本計画（平成１８年３月策定）を定

めて、総合的、計画的なまちづくりを進めてきました。平成２２年度に、第３次

基本構想、後期基本計画の計画期間が終了することから、新たなまちづくりの指

針として、第４次基本構想・前期基本計画を策定する必要があります。 

この「こがねいデータブック２００８」は、第４次基本構想・前期基本計画の

策定のための基礎資料集です。人口等の基礎指標、環境と都市基盤、地域と経済、

文化と教育、福祉と健康、行政経営についての小金井市のデータを各項目に分け

て掲載し、従来の『小金井市の現況‘０４』に比べて、カラーのグラフ等を増や

して見やすいものとするよう努めました。 

この１０年間で、小金井市のまちづくりは大きく進展しました。しかし、今後

１０年間で、ごみ処理問題をはじめ、更なる地方分権、少子高齢化、全国的な人

口減少、市民ニーズの多様化・高度化、施設の老朽化、厳しい財政環境等、大き

な課題にいくつも取り組んでいく必要があります。本データブックが、まちづく

りを市民・市職員のひとりひとりが考えるきっかけとなり、第４次基本構想・前

期基本計画の策定のために活用されることを願っています。 

 

最後になりますが、「こがねいデータブック２００８」は各関係機関のご協力を

得ながらまとめました。この場をお借りしまして、多くの方々にご協力いただき

ましたことを心から感謝申し上げます。 

 

 

 

平成２１年３月              

 

小金井市長  
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●本書は、当市の現状を様々なデータで表したもので、今後の政策及び計画づくりに活用す

るものである。 

●本書は、当市の基礎指標と「第３次小金井市基本構想」の５つの柱の計６項目からなる。 

●本書の図表は、当市各部課の資料と関係官公庁等の資料からなり、その出所については各

図表の下に(資料)「資料名」として、それ以外は部署名・機関名を記載した。 

●図表における記載の中で、「年」は１～１２月を示し、「年度」は４～３月を示す。なお、

図表中では、昭和を「S」、平成を「H」として簡略化して記載した。 

●図表中の数値については、小数点以下第 2 位を原則四捨五入して掲載している。したがっ

て、比率の合計は必ずしも１００％にならないことがある。 

●棒グラフと折線グラフが一緒に掲載されている場合、左側の目盛りが棒グラフ、右側が折

線グラフの目盛りである。 

●近隣市との比較については、武蔵野市、三鷹市、府中市、調布市、小平市、国分寺市、西

東京市（７市）を比較対象の範囲とし、項目によって７市の中から比較対象を選定した。 
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